
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　
ことを特徴とする固体撮像装置。

【請求項２】
　

ことを特徴とする固体撮像装置。
【請求項３】
　 ことを
特徴とする固体撮像装置。
【請求項４】
　

ことを特徴とする固体撮像装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の固体撮像装置において、前記光電変換画素の出力線を介して接続され
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光電変換素子と光信号電荷を蓄積し電圧変換出力するトランジスタとを光電変換画素内
に有し、前記光電変換画素の出力線を介して接続され、前記トランジスタと共に反転増幅
型アンプを形成する電流負荷用トランジスタを備えた固体撮像装置において、

前記反転増幅型アンプと同構成のトランジスタから成る増幅手段により、前記光電変換
画素のリセット電圧を供給する電圧供給回路を設けた

請求項１に記載の固体撮像装置において、前記電圧供給回路にボルテージホロアである
オペアンプを設けた

請求項１又は２に記載の固体撮像装置において、前記電圧供給回路を複数設けた

請求項１に記載の固体撮像装置において、前記光電変換画素は、光電変換素子であるフ
ォトダイオードと、光信号電荷を蓄積し電圧変換出力するトランジスタと、前記光電変換
画素を選択するためのスイッチ用トランジスタと、前記フォトダイオードをリセットする
リセット用トランジスタとから構成されている



、前記光電変換画素で光電変換された電荷を蓄積する容量を設け、該容量を
再リセットに用いたことを特徴とする固体撮像装置。

【請求項６】
　

ことを特徴とする固体撮像装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の固体撮像装置において、前記電圧供給回路は、前記増幅手段の

トランジスタの制御電極部と トランジスタの出力部との接続点の電圧をリ
セット電圧として供給することを特徴とする固体撮像装置。
【請求項８】
　

　

とを特徴とする固
体撮像装置。
【請求項９】
　

ことを特徴とする固体撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、固体撮像装置内に光電変換画素のリセット電圧を供給する自己補償型の電圧供
給回路を有する固体撮像装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図６は従来技術である信号増幅型の固体撮像装置の回路図である。
【０００３】
同図において、１は画素であり、画素１は、光信号を電荷に変換するフォトダイオード２
と、光信号電荷を蓄積して電圧変換して出力する増幅用ＭＯＳトランジスタ３と、画素１
の選択スイッチである選択用ＭＯＳトランジスタ４、フォトダイオード２と増幅用ＭＯＳ
トランジスタ３をリセットするリセット用ＭＯＳトランジスタ５から構成されている。
【０００４】
また、画素１をリセットするための素子として、画素１をリセットするリセット用ＭＯＳ
トランジスタ８と、リセット用ＭＯＳトランジスタ８にリセットパルスを供給するための
端子１３と、画素１にリセット電圧を一時的に供給するためのリセット電圧端子９と、画
素１中のリセット用ＭＯＳトランジスタ５にスイッチパルスを入力するための端子１８と
、端子１８からのパルスが印加される行を垂直シフトレジスタ２４の出力によって選択す
る行選択用ＭＯＳトランジスタ１９を有している。
【０００５】
さらに、画素１からの出力電圧を蓄積するための素子として、画素１の出力電圧を一時的
に蓄積するための容量１０と、垂直出力線６の電荷を容量１０に書き込み・読み出しする
ＭＯＳトランジスタ１１と、ＭＯＳトランジスタ１１に書き込み・読み出し用のパルスを
供給するための端子１４と、増幅用ＭＯＳトランジスタ３とともに反転型アンプを形成す
るための電流負荷用のＭＯＳトランジスタ７と、ＭＯＳトランジスタ７にロードパルスを
供給するための端子１５と、ＭＯＳトランジスタ３及び７に電源電圧を供給するための電

10

20

30

40

50

(2) JP 4006111 B2 2007.11.14

前記光電変換
画素の

請求項１に記載の固体撮像装置において、前記電圧供給回路は、前記増幅手段の入力部
に対応した部分と出力部に対応した部分とを接続した接続部の電圧をリセット電圧として
供給する

電圧変
換用 電流負荷用

光電変換素子と光信号電荷を蓄積し電圧変換出力するトランジスタとを光電変換画素内
に有し、前記光電変換画素の出力線を介して接続され、前記トランジスタと共に反転増幅
型アンプを形成する電流負荷用トランジスタを備えた固体撮像装置において、

前記反転増幅型アンプと同構成のトランジスタから成る増幅手段により、前記光電変換
画素のリセット電圧を供給する電圧供給回路と、前記光電変換画素の出力線を介して接続
され、前記光電変換画素で光電変換された電荷を蓄積する容量としてクランプ機能を有す
るソースフォロワとを設け、該ソースフォロワを再リセットに用いたこ

請求項８に記載の固体撮像装置において、前記クランプ機能を有するソースフォロワの
リセット電位を出力する、該ソースフォロワと同型のソースフォロワとオペアンプを設け
た



源端子１２と、選択用ＭＯＳトランジスタ４に転送パルスを供給するための端子１６と、
端子１６からのパルスにバッファをかけるバッファＭＯＳトランジスタ１７を有している
。
【０００６】
そして、画素１からの出力電圧を読み出すための素子として、画素信号を出力する垂直出
力線６と、各画素１の出力電圧を出力するための水平出力線２０と、水平シフトレジスタ
２５の出力によって、容量１０の蓄積電圧を水平出力線２０に転送するための転送ＭＯＳ
トランジスタ２１と、水平出力線２０を増幅出力するプリアンプ２２と、プリアンプ２２
の出力端子２３と、垂直シフトレジスタ２４の垂直シフトレジスタ線２６、２６’と、水
平シフトレジスタ２５の水平シフトレジスタ線２７、２７’を有している。
【０００７】
本図においては、簡単のため、２×２の画素配列を示している。また、図６におけるＭＯ
ＳトランジスタはＮ型ＭＯＳトランジスタを表わすものとするが、当然Ｐ型ＭＯＳトラン
ジスタで形成して、駆動パルスの極性、電源とグラウンドとを反転させてもかまわない。
【０００８】
図７は、図６に示す回路を駆動するパルスタイミングチャートを示しており、図７を用い
つつ従来の固体撮像装置の動作の説明をする。
【０００９】
固体撮像装置は、最初に、画素１のリセットが、垂直シフトレジスタ線２６を介して垂直
シフトレジスタ２４の出力によって行われ、このリセット動作は、出力線２６により第１
行をリセットし、次に第２行をリセットする、というように行ごとに順々に行う。
【００１０】
リセット動作は、まず端子１３及び１８をＨｉｇｈとして、行選択用ＭＯＳトランジスタ
１９によって選択された行のＭＯＳトランジスタ５とリセット用ＭＯＳトランジスタ８を
ＯＮし、光信号電荷が残留するフォトダイオード２のカソード及び増幅用ＭＯＳトランジ
スタ３のゲートをリセットする。従って、リセット電圧端子９から供給される電圧をＶ R S

とすると、画素１のリセット電圧はＶ R Sとなる。
【００１１】
次に端子１４，及び１５，１６をＨｉｇｈレベルとして、ＭＯＳトランジスタ１１，及び
７，４（行選択用ＭＯＳトランジスタ１７により選択された行に限る）をＯＮすることに
より、画素１のリセット直後の出力を容量１０に蓄積する。このリセット後の出力電圧を
、［Ｖ R S＋Ｎ S］とする。その後、画素１を［Ｖ R S＋Ｎ S］に再リセットするにあたり、垂
直出力線６をリセット用ＭＯＳトランジスタ８を通してリセット電圧端子９の電圧である
Ｖ R Sにリセットすべく端子１３をＯＮする。
【００１２】
端子１３をＯＦＦした後、端子１４及び１８をＨｉｇｈレベルとして、ＭＯＳトランジス
タ１１及び５を通して、画素１を容量１０の電圧［Ｖ R S＋Ｎ S］に再リセットする。
【００１３】
次に、電荷の蓄積動作及び読み出し動作について説明する。光電変換された光信号電荷が
フォトダイオード２及び増幅用ＭＯＳトランジスタ３のゲートに蓄積される。所定期間経
過後に、垂直シフトレジスタ線２６等を介して、垂直シフトレジスタ２４からの信号を選
択された行のＭＯＳトランジスタ３及び５に供給し、端子１５及び１６をＨｉｇｈレベル
として、ＭＯＳトランジスタ７と選択された行のＭＯＳトランジスタ３により、垂直出力
線６に上記光電変換された画素１の電圧を反転増幅させて読み出す。そして、水平シフト
レジスタ２５を走査して、水平シフトレジスタ線２７等を通じてＭＯＳトランジスタ２１
を順次選択することにより、各画素１の出力電圧が、出力線２０にプリアンプ２２を介し
て信号出力端子２３から読み出されるという動作をする。
【００１４】
ここで、Ｖ I Nを画素１への入力電圧とし、Ｖ 0を出力電圧とし、ｇ SをＭＯＳトランジスタ
３と７で形成される反転増幅型アンプのゲインとすると、ＭＯＳトランジスタ３と７で形
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成される反転増幅型アンプの入出力特性が、
Ｖ 0＝－ｇ S・Ｖ I N＋Ｖ C 　 　

で表わされる。ここで、Ｖ Cは電源電圧とＭＯＳトランジスタ３及び７のしきい値等で決
まる電圧である。従って、画素１に蓄積された信号電圧分を－Ｓとすると、Ｖ I Nに該当す
る電圧は、［Ｖ R S＋Ｎ S－Ｓ］であるので、読み出される画素出力Ｖ 0は、
Ｖ 0＝－ｇ S（Ｖ R S＋Ｎ S－Ｓ）＋Ｖ C  

と表わされる。
【００１５】
一方、画素１のリセット時の動作から、Ｖ I Nに該当する電圧は、リセット電圧Ｖ R Sであり
、Ｖ 0に該当する電圧は、容量１０の蓄積電圧である［Ｖ R S＋Ｎ S］であるので
Ｖ R S＋Ｎ S＝－ｇ S・Ｖ R S＋Ｖ C  

が成り立つ。したがって、
Ｎ S＝－（ｇ S＋１）Ｖ R S＋Ｖ C  

となり、Ｖ 0は、
　
　
　
となる。
【００１６】
なお、上記の電圧Ｖ Cは、ＭＯＳトランジスタ３と７のしきい値電圧によって変動する。
【００１７】
一般に、各画素１を構成するＭＯＳトランジスタ３のパラメータは画素ごとに多少なりと
もばらつくので、画素１のオフセットレベルである［ｇ S

2Ｖ R S＋（１－ｇ S）Ｖ C］は画素
ごとの固定パターンノイズとして表われることになる。
【００１８】
したがって、Ｓ／Ｎ比を上げるために、このノイズを除く必要があり、ｇ S＝１となるよ
うに、ＭＯＳトランジスタ３と７のパラメータを決めていた。
【００１９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記の従来技術においては、画素１をリセットするにあたり各画素１ごと
の増幅型アンプのゲインｇ S  のばらつきによる固定パターンノイズが抑えられないという
欠点があった。すなわち、ｇ S  を１に設定しようとしても、実際には、各画素１毎のパラ
メータが異なるため、各画素１毎に異なるゲインのずれが生じ、各画素毎に異なる固定パ
ターンノイズが表れることがある。
【００２０】
具体的には、各画素１毎に異なるゲインのズレをΔｇ Sとすると、ゲインｇ Sは、１＋Δｇ

Sと表せ、各画素１のオフセット電位は、［（１＋Δｇ S）
2Ｖ R S－Δｇ S・Ｖ C］となり、

各画素１で異なるΔｇ Sによる固定パターンノイズが表われるということになる。
【００２１】
さらに、電源電圧の変動や温度変動によるＶ Cの変動により、固定パターンノイズ自体が
変動してしまうということが生じていたため、高品質な画像信号が得られなかった。
【００２２】
（発明の目的）
そこで、上記課題を解決すべく本発明の目的は、各画素のゲインばらつき及びしきい値ば
らつきによる固定パターンノイズを抑えることであり、さらには、固定パターンノイズ自
体が、固体撮像装置の動作条件によって変動するのを抑え、高品質な画像信号を得られる
固体撮像装置を提供することである。
【００２３】
【課題を解決するための手段】
　本発明の固体撮像装置は、
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光電変換素子と光信号電荷を蓄積し電圧変換出力するトラン



　
ことを特徴とする。

【００２４】
　また、

　

ことを特徴とする。
【００２７】
（作用）
固体撮像装置内部の各画素１と同じトランジスタによって決まる電圧を各画素１をリセッ
トするためのリセット電圧とすることで、画素１毎のパラメータばらつきによる固定パタ
ーンノイズを抑え、あわせて電源電圧の変動等による固定パターンノイズ自体の変動をも
抑える。
【００２８】
【発明の実施の形態】
（実施形態１）
図１は、本発明の実施形態１を示す図であり、本実施形態の固体撮像装置は、画素１を有
しており、画素１は、光信号を電荷に変換するフォトダイオード２と、光信号電荷を蓄積
して電圧変換して出力する増幅用ＭＯＳトランジスタ３と、画素１の選択スイッチである
選択用ＭＯＳトランジスタ４、フォトダイオード２と増幅用ＭＯＳトランジスタ３をリセ
ットするリセット用ＭＯＳトランジスタ５から構成されている。
【００２９】
　また、画素１をリセットするための素子として、画素１をリセットするリセット用ＭＯ
Ｓトランジスタ８と、リセット用ＭＯＳトランジスタ８にリセットパルスを供給するため
の端子１３と、 と、画素
１中のリセット用ＭＯＳトランジスタ５にスイッチパルスを入力するための端子１８と、
端子１８からのパルスが印加される行を垂直シフトレジスタ２４の出力によって選択する
行選択用ＭＯＳトランジスタ１９を有している。
【００３０】
さらに、画素１からの出力電圧を蓄積するための素子として、画素１の出力電圧を一時的
に蓄積するための容量１０と、垂直出力線６の電荷を容量１０に書き込み・読み出しする
ＭＯＳトランジスタ１１と、ＭＯＳトランジスタ１１に書き込み・読み出し用のパルスを
供給するための端子１４と、増幅用ＭＯＳトランジスタ３とともに反転型アンプを形成す
るための電流負荷用のＭＯＳトランジスタ７と、ＭＯＳトランジスタ７にロードパルスを
供給するための端子１５と、ＭＯＳトランジスタ３及び７に電源電圧を供給するための電
源端子１２と、選択用ＭＯＳトランジスタ４に転送パルスを供給するための端子１６と、
端子１６からのパルスにバッファをかけるバッファＭＯＳトランジスタ１７を有している
。
【００３１】
そして、画素１からの出力電圧を読み出すための素子として、画素信号を出力する垂直出
力線６と、各画素１の出力電圧を出力するための水平出力線２０と、水平シフトレジスタ
２５の出力によって、容量１０の蓄積電圧を水平出力線２０に転送するための転送ＭＯＳ
トランジスタ２１と、水平出力線２０を増幅出力するプリアンプ２２と、プリアンプ２２
の出力端子２３と、垂直シフトレジスタ２４の垂直シフトレジスタ線２６、２６’と、水
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ジスタとを光電変換画素内に有し、前記光電変換画素の出力線を介して接続され、前記ト
ランジスタと共に反転増幅型アンプを形成する電流負荷用トランジスタを備えた固体撮像
装置において、

前記反転増幅型アンプと同構成のトランジスタから成る増幅手段により、前記光電変換
画素のリセット電圧を供給する電圧供給回路を設けた

光電変換素子と光信号電荷を蓄積し電圧変換出力するトランジスタとを光電変換
画素内に有し、前記光電変換画素の出力線を介して接続され、前記トランジスタと共に反
転増幅型アンプを形成する電流負荷用トランジスタを備えた固体撮像装置において、

前記反転増幅型アンプと同構成のトランジスタから成る増幅手段により、前記光電変換
画素のリセット電圧を供給する電圧供給回路と、前記光電変換画素の出力線を介して接続
され、前記光電変換画素で光電変換された電荷を蓄積する容量としてクランプ機能を有す
るソースフォロワとを設け、該ソースフォロワを再リセットに用いた

画素１にリセット電圧を供給するためのリセット電位供給線３８



平シフトレジスタ２５の水平シフトレジスタ線２７、２７’を有している。
【００３２】
さらに、本実施形態は、ＭＯＳトランジスタ３３及び、３４、３７を設けている。また、
ＭＯＳトランジスタ３３及び、３４、３７は、それぞれ画素１中のＭＯＳトランジスタ３
及び４、７と同じ構造及び製造プロセスのものを用いている。
【００３３】
これらのＭＯＳトランジスタ３３及び３４、３７は、常にＯＮ状態となっているＭＯＳト
ランジスタ３４をはさんで、ＭＯＳトランジスタ３３と３７が、画素１と同様の反転増幅
型アンプを形成し、従来技術においては、電源端子９からの一定電位が、画素１のリセッ
ト電位供給源であったに対して、本実施形態では、ＭＯＳトランジスタ３３のゲートの電
位と、ＭＯＳトランジスタ３４と３７の共通ドレインを短絡した部分であるＡ点での電位
を画素１のリセット電位としている。
【００３４】
次に、本実施形態の動作を説明する。
【００３５】
上記の本実施形態の構成において説明したように、本実施形態はＭＯＳトランジスタ３３
及び、３４、３７を設けており、これらは電源端子１２からの電源電圧により作動する。
まず、電源端子１２からの電源電圧によりＭＯＳトランジスタ３３及び、３４、３７を介
して、これらに依存する電圧がリセット電位供給線３８に読み出され、それをリセット電
位としている。なお、この後の動作は従来技術と同様であるので省略する。
【００３６】
　本実施形態におけるリセット電位をＶＲ Ｓ ’とすると、
　　　ＶＲ Ｓ ’＝－１・ＶＲ Ｓ ’＋ＶＣ Ｏ

　が成立し、リセット電位ＶＲ Ｓ ’は、
　　　ＶＲ Ｓ ’＝ＶＣ Ｏ ／２
　と表わされる。ここで、ＶＣ Ｏ は電源電圧とＭＯＳトランジスタ
等で決まる電圧である。
【００３７】
従来例においては、Δｇ Sにより［（１＋Δｇ S）

2Ｖ R S－Δｇ S・Ｖ C］という固定パター
ンノイズが表われていたが、本実施形態においては、上記のようにリセット電位Ｖ R S’は
、
Ｖ R S’＝Ｖ C O／２
となって、電源電圧とＭＯＳトランジスタ３３と３７のしきい値等に依存する電圧になる
。したがって、画素１の出力オフセットは、
Ｖ C O（１＋Δｇ S

2）／２＋Δｇ S（Ｖ C O－Ｖ C）
となる。
【００３８】
ここで、ＭＯＳトランジスタ３、７とＭＯＳトランジスタ３３、３７とは同じ構成である
ので、［Ｖ C O－Ｖ C］は、製造ばらつきによってわずかに異なるのみであり、また、電源
電圧、温度によって同じような変化をする。
【００３９】
従って、各画素１毎のオフセットばらつきは、［Ｖ C O／２］にΔｇ Sの２次の微小量だけ
が加わっただけのものとなる。
【００４０】
よって、従来技術に比べて、著しく固定パターンノイズを減少させることができ、なおか
つ、固定パターンノイズの抑制効果が、電源電圧や温度による依存性のないものとするこ
とができるため高品質な画像信号を得ることができる。
【００４１】
（実施形態２）
図２は、実施形態２を示す図であり、本実施形態は、前記実施形態１におけるリセット電
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位供給線３８の手前にボルテージフォロワ３０を設けた構成になっている。なお、他の構
成は、実施形態１と同様であるので、同一の番号を付して説明を省略する。
【００４２】
ここで、本図におけるボルテージフォロワ３０は、ＭＯＳトランジスタ３３，及び３４，
３７で決まるリセット電圧を低インピーダンスで出力するバッファの役割をしているため
画素１のリセット動作スピードを速くすることができる。
【００４３】
（実施形態３）
図３は、実施形態３を示す図であり、図中の４３及び５３は、ＭＯＳトランジスタ３３と
同じ型のＭＯＳトランジスタ、４４及び５４は、ＭＯＳトランジスタ３４と同じ型のＭＯ
Ｓトランジスタ、４７及び５７は、ＭＯＳトランジスタ３７と同じ型のＭＯＳトランジス
タである。
【００４４】
　本図で示すように、本実施形態では、上記実施形態２に掲げる 撮像装置に、リセッ
ト電圧設定回路を２つ加え、それらリセット電圧設定回路を３つ並列にしたものであり、
その他の構成は、実施形態２と同様であるため説明は省略する。
【００４５】
次に、本実施形態の動作は、上記の各々のリセット電圧設定回路において設定された電圧
は、結合して、ボルテージフォロワ３０の入力部に導入している。また、画素１のリセッ
ト動作及びリセット電圧設定回路そのものの動作は、上記実施形態１等と同様であるため
省略する。なお、リセット電圧設定回路の数を３つとしたことは、例示であり、この数に
限定されるものではない。
【００４６】
したがって、本実施形態に掲げるように、リセット電圧設定回路を増加することにより、
複数のリセット電圧設定回路の出力電圧の平均でＶ C O’を決めることができ、このＶ C O’
がＶ Cの平均値に近くなる確率を高め、２次の微小量である［Δｇ S（Ｖ C－Ｖ C O）］をよ
り一層小さくする可能性を高めることができる。
【００４７】
よって、本実施形態では、上記実施形態１において得られる固定パターンノイズを減少さ
せる効果がより一層大きくなり、また、実施形態２で行う画素１のリセット動作スピード
を維持することができ、高品質かつ高速で画像信号を得ることができる。
【００４８】
（実施形態４）
図４は実施形態４を示す図であり、まず本実施形態の構成を説明する。
【００４９】
図中の６０は画素１の出力をクランプするための容量、６１は垂直出力線６とクランプ容
量６０とをスイッチするためのＭＯＳトランジスタ、６２はＭＯＳトランジスタ６１のゲ
ートにパルスを印加するための端子、６３はクランプ容量６０にゲート入力部が接続する
ソースフォロワ、６４はソースフォロワ６３の入力部をスイッチするためのＭＯＳトラン
ジスタ、６５はＭＯＳトランジスタ６４のゲートにパルスを印加するための端子、６６は
ソースフォロワ６３の出力部と垂直出力線６をスイッチするためのＭＯＳトランジスタ、
６７はＭＯＳトランジスタ６６のゲートにパルスを印加するための端子、６８は６３と同
じ型のソースフォロワ、６９はソースフォロワ６３の入力ゲートのリセット電位を出力す
るためのオペアンプである。なお、本実施形態の他の構成は、実施形態２と同様であるた
め説明を省略する。
【００５０】
次に、本実施形態の動作を図５に掲げる駆動パルスのタイミングチャートを用いつつ説明
する。
【００５１】
まず、画素１のリセットが、垂直シフトレジスタ線２６等を介して垂直シフトレジスタ２
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４の出力によって行われ、第１行をリセットし、次に第２行をリセットする、というよう
に行ごとに順々に行う。
【００５２】
リセット動作は、まず端子１３及び１８、をＨｉｇｈとして、画素１中のフォトダイオー
ド２のカソード及びＭＯＳトランジスタ３のゲートをリセット電位にする点で上記実施形
態１，及び２，３と同様であるが、このとき、同時に端子６２及び６５をＨｉｇｈとする
ことにより、ＭＯＳトランジスタ６１及び６４をＯＮして、ソースフォロワ６３の入力部
をクランプする。クランプ電位はオペアンプ６９の出力電位を基準に設定されている。な
お、リセット電位供給線３８から供給される電圧をＶ R S’とすると、画素１のリセット電
圧はＶ R S’となることは実施形態２と同様である。
【００５３】
つぎに、端子１３，及び１８，６５をＬｏｗとした後、端子１５及び１６をＨｉｇｈとす
る。これにより、ＭＯＳトランジスタ７及び４をＯＮして、画素１の出力をＭＯＳトラン
ジスタ３及び７によって読み出し、垂直出力線６を介してクランプするための容量６０に
導く。
【００５４】
その後、端子１５，及び１６，６２をＬｏｗにした後、端子１８及び６７をＨｉｇｈとす
る。これにより、ＭＯＳトランジスタ５及び６６をＯＮして、ソースフォロワ６３の出力
電位で画素１を再リセットする。すなわち、実施形態１，及び２，３では画素１への再リ
セットする手段として容量１０を用いていたが、本実施形態においてはクランプするため
の容量６０を備えたソースフォロワ６３を用いている。
【００５５】
したがって、垂直出力線６の容量が大きい場合でもクランプするための容量６０を設けた
ため再リセット電位が低下することがなくなり、画素１を適切に再リセットすることがで
きる。
【００５６】
上記再リセットが終わった後には、上記実施形態１、及び２、３と同様に画素１での光信
号蓄積動作に入り、所定期間経過後に読み動し動作となる。読み出し動作は、垂直シフト
レジスタ線２６等を介して、垂直シフトレジスタ２４からの信号を選択された行のＭＯＳ
トランジスタ３及び５に供給し、端子６２、及び１３、６５、をＨｉｇｈとして、ＭＯＳ
トランジスタ６１及び８をＯＮして、ソースフォロワ６３とクランプするための容量６０
をオペアンプ６９の出力電位にリセットした後、端子１３及び６５をＬｏｗとして、端子
１５，１６をＨｉｇｈとして画素１からの出力をＭＯＳトランジスタ７及び４をＯＮして
、画素１の出力をＭＯＳトランジスタ３及び７によって読み出し、垂直出力線６を介して
クランプ容量６０に導く。
【００５７】
その後、各画素１の出力が、ソースフォロワ６３の出力として水平シフトレジスタ２５の
出力を水平シフトレジスタ線２７等を介して、選択された水平出力線２０とプリアンプ２
２を介して信号出力端子２３により出力される。
【００５８】
ここで、各画素１の出力の固定パターンノイズをできる限り小さくするため、各画素１の
最初のリセット電位Ｖ R S’とリセット直後の画素１の出力が等しいこと及びソースフォロ
ワ６３の入力部にオペアンプ６９の電位を入力したときには、ソースフォロワ６３の出力
がＶ R Sに等しくなるように設定することが必要である。
【００５９】
したがって、この条件が、電源変動や温度変動があっても満たされるためには、ソースフ
ォロワ６３と同じ型のソースフォロワ６８とオペアンプ６９を用い、オペアンプ６９の（
＋）入力端にオペアンプ３０の出力であるＶ R S’を接続し、（－）入力端に６８の出力部
を接続し、さらにオペアンプ６９の出力をソースフォロワ６８の入力端であるゲートに接
続する。このようにすれば、動作条件変動によっても変わることのない固定パターンノイ
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ズ最小の条件を満たすことができる。
【００６０】
　従って、本実施形態は、画素１で光電変換された電荷を蓄積する容量をクランプ機能を
持つソースフォロワで代用したことにより、 ６の寄生容量が大きくてもクラン
プすることにより再リセット電位の低下を防止できるため、ノイズを適正に除去すること
ができるため、高品質な画像信号を得ることができる。
【００６１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、光電変換画素をリセット電圧で一度リセットし、
その直後の光電変換画素の出力電位によって再び光電変換画素をリセットするという動作
を行うことにより、リセット時に生じるノイズを除去することができる。
【００６２】
また、再リセット電位がリセット電位と等しくなるように、光電変換画素に備えられてい
る増幅手段と同様のトランジスタで形成された電圧供給回路を固体撮像装置内に設け、増
幅手段の入力部と増幅手段の出力部とを接続し、接続部の電位をリセット電圧として用い
ることにより、動作条件の変動によらず画素の固定パターンノイズを最小とすることがで
きる。
【００６３】
従って、Ｓ／Ｎ比の高い高品質な画像信号を出力することができる固体撮像装置を供給す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態１の固体撮像装置の内部回路図を示す図である。
【図２】　本発明の実施形態２の固体撮像装置の内部回路図を示す図である。
【図３】　本発明の実施形態３の固体撮像装置の内部回路図を示す図である。
【図４】　本発明の実施形態４の固体撮像装置の内部回路図を示す図である。
【図５】　本発明の実施形態４の固体撮像装置の駆動パルスタイミング図である。
【図６】　従来技術の固体撮像装置の内部回路図を示す図である。
【図７】　従来技術の固体撮像装置の駆動パルスタイミング図である。
【符号の説明】
　　１　画素
　　２　フォトダイオード
　　３　増幅用ＭＯＳトランジスタ
　　４　選択用ＭＯＳトランジスタ
　　５　 用ＭＯＳトランジスタ
　　６　 出力線
　　７　ＭＯＳトランジスタ
　　８　リセット用ＭＯＳトランジスタ
　　９　リセット電源端子
　　１０　容量
　　１１　ＭＯＳトランジスタ
　　１２　電源端子
　　１３，１４，１５，１６　パルス入力端子
　　１７　バッファＭＯＳトランジスタ
　　１８　パルス入力端子
　　１９　バッファＭＯＳトランジスタ
　　２０　出力線
　　２１　ＭＯＳトランジスタ
　　２２　プリアンプ
　　２３　信号出力端子
　　２４　垂直シフトレジスタ

10

20

30

40

50

(9) JP 4006111 B2 2007.11.14

垂直出力線

リセット
垂直



　　２５　水平シフトレジスタ
　　２６　垂直シフトレジスタ線
　　２７　水平シフトレジスタ線
　　３３，３４，３７，４３，４４，４７，５３，５４，５７　ＭＯＳトランジスタ
　　３０　オペアンプ
　　３８　リセット電位供給線
　　６０　クランプ容量
　　６１　ＭＯＳトランジスタ
　　６２　パルス入力端子
　　６３　ソースフォロワ
　　６４　ＭＯＳトランジスタ
　　６５，６６　ＭＯＳトランジスタ
　　６７　パルス入力端子
　　６８　ソースフォロワ
　　６９　オペアンプ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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